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平成 23 年 10 月 28 日 
各    位 

 
会 社 名 株式会社 荏原製作所 
代表者名 代表取締役社長 矢後 夏之助

(コード番号 6361  東証第 1 部  札証)
問合せ先 執行役員経理財務統括部長 長木 健悟

(電話 03－3743－6111)
 

ドイツ・インフラサーブ・プロジェクトの現況に関するお知らせ 
 

標題のプロジェクトに関し、下記のとおり竣工に向けた進捗状況等をお知らせいたします。 
  

記 
 

1. ドイツ・インフラサーブ・プロジェクトの概要 

  事業名称：The Planning, Delivery, Construction and Commissioning of Combustion Plant for 
Thermal Use of Refused Derived Fuels at the site of the Hoechst Industrial Estate 
in Frankfurt am Main 

事業概要：一括請負方式による廃プラスチック燃料(RDF :Refused Derived Fuels)による発電設備建

設事業。日量約 1,700 トンの RDF 燃焼により 68,300kWh を送電 
  顧客名称：Thermal Conversion Compound Industriepark Hoechst GmbH  
  契約金額：Euro216 百万 （受注時邦貨換算額 323 億円） 
  

2. プロジェクトの進捗状況 

客先より機器据付完了証明(Mechanical Completion Certificate)を受領し、プラント建物の完成及

び機器の据付完了は確認されました。 

本年７月 11 日にお知らせ済みのとおり、本プラントでは RDF に多量の契約仕様外の金属片が混入

しボイラ性能が低下する問題が生じています。これに対処するため客先と協議を続けてきましたが、８月

に実施された一連の試験結果を踏まえ、現状の低品質 RDF での運転を安定的に行うための追加改造

を行うことで合意しました。 

客先が入手可能な RDF 品質上の制約により現契約どおりには試運転が進められないことから、竣工

（PTO: Provisional Taking Over）条件、保証事項、その他について建設請負契約を改定するための

協議を行っています。 

なお、ボイラ改造の費用については客先負担とするよう交渉中ですが、協議の間に竣工が遅延する

ことを避けるために改造工事を実施することとしました。 
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3. 工事損失引当について 

上記のとおりボイラ改造を進め、年内（平成 23 年 12 月）の竣工を目指しています。 

これら改造費用及びそれに伴い発生する現場維持費用並びに現時点で合理的に見込める最大限

の予備費を見積り、連結子会社荏原環境プラント株式会社において当第２四半期に 40 億円の工事損

失引当を行う予定です。 

なお、本件を含めたプロジェクト受注時からの累計工事損失引当額は 428 億円となります。 

 

4. 今後の課題と対応策 

建設請負契約の改定やボイラ改造など RDF 品質に起因するこれまでの費用の負担等について、客

先との協議を続けています。協議事項が多岐にわたりますが、円滑な合意成立を目指しています。 

 

5. 平成 24 年 3 月期業績への影響 

上記３「工事損失引当について」に記載のとおり、40 億円の工事損失引当を平成 24 年３月期第２四

半期連結決算において行う予定ですが、これによる連結業績への影響につきましては、本日同時に発

表いたしました平成 24 年３月期第２四半期「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。   
 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来業績に影響を与える不確実な要因に係る一定の

前提に基づいています。実際の業績等は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

 

 
以  上 


